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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月30日(2018.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　高親和性Ｆｃ結合ドメインと、高親和性ＣＤ３結合ドメインとを含む融合タンパク質。
【請求項２】
　前記高親和性Ｆｃ結合ドメインが、ＣＤ６４のエクトドメイン、高親和性ＣＤ１６改変
体およびヒトＦｃに対し高親和性を有する抗体フラグメントからなる群より選択される、
請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項３】
　高親和性ＣＤ３結合ドメインが、抗ＣＤ３モノクローナル抗体のｓｃＦｖである、請求
項１に記載の融合タンパク質。
【請求項４】
　（ｉ）前記抗ＣＤ３モノクローナル抗体が、ＯＫＴ３である、
　（ｉｉ）前記抗ＣＤ３モノクローナル抗体が、ｄｈＯＫＴ３である、
　（ｉｉｉ）前記抗ＣＤ３モノクローナル抗体が、ヒト化ＴＲ６６である、
請求項３に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　前記融合タンパク質のアミノ酸配列が、配列番号３である、請求項１に記載の融合タン
パク質。
【請求項６】
　（ｉ）請求項１～５のいずれか１項に記載の融合タンパク質および薬学的に受容可能な
賦形剤、または
　（ｉｉ）請求項１～５のいずれか１項に記載の融合タンパク質をコードするＤＮＡおよ
び／またはＲＮＡ構築物、および薬学的に受容可能な賦形剤
を含む薬学的組成物。
【請求項７】
　薬学的に受容可能な賦形剤とともに、請求項１～５のいずれか１項に記載の融合タンパ
ク質をコードする遺伝子構築物で満たされた１もしくはそれより多くの容器を含む、キッ
ト。
【請求項８】
　処置の必要性のある被験体を、ある状態について治療的に処置する方法における使用の
ための請求項６に記載の薬学的組成物であって、前記方法が、前記被験体に治療上有効な
量の前記薬学的組成物を投与する工程を含む、薬学的組成物。
【請求項９】
　前記方法が、前記状態を示す少なくとも１種の細胞表面抗原に対する治療用抗体を投与
する工程をさらに含む、請求項８に記載の使用のための薬学的組成物。
【請求項１０】
　前記細胞表面抗原が、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ３３、ＥｐＣＡＭ、ＨＥＲ２／ｎｅｕ
、ＰＤ－Ｌ１、ＰＤ－１およびＣＴＬＡ－４からなる群から選択される、請求項９に記載
の使用のための薬学的組成物。
【請求項１１】
　前記抗体が、ヒトＩｇＧ４と実質的に同様のＦｃ領域を含む、請求項９に記載の使用の
ための薬学的組成物。
【請求項１２】
　前記抗体が、リツキシマブ、トラスツズマブおよびニボルマブからなる群から選択され
る、請求項９に記載の使用のための薬学的組成物。
【請求項１３】
　前記状態が、がん、炎症性疾患、自己免疫性疾患、移植片拒絶および感染からなる群よ
り選択される、請求項８または９に記載の使用のための薬学的組成物。
【請求項１４】
　処置の必要性のある被験体を、ある状態について予防的に処置する方法における使用の
ための請求項６に記載の薬学的組成物であって、前記方法が、前記被験体に予防上有効な
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量の前記薬学的組成物を投与する工程を含む、薬学的組成物。
【請求項１５】
　前記方法が、前記状態に対するワクチンを投与する工程をさらに含む、請求項１４に記
載の使用のための薬学的組成物。
【請求項１６】
　前記状態が、がんである、請求項１４に記載の使用のための薬学的組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　なお別の態様では、本発明は、処置の必要性のある被験体を、ある状態について予防的
に処置する方法であって、上記被験体に予防上有効な量の本発明の薬学的組成物を投与す
る工程を含む方法を提供する。方法は、上記状態に対するワクチンを投与する工程をさら
に含むことができる。一実施形態では、状態は、がんである。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　高親和性Ｆｃ結合ドメインと、高親和性ＣＤ３結合ドメインとを含む融合タンパク質。
（項目２）
　前記高親和性Ｆｃ結合ドメインが、ＣＤ６４のエクトドメイン、高親和性ＣＤ１６改変
体およびヒトＦｃに対し高親和性を有する抗体フラグメントからなる群より選択される、
項目１に記載の融合タンパク質。
（項目３）
　高親和性ＣＤ３結合ドメインが、ＯＫＴ３モノクローナル抗体のｓｃＦｖである、項目
１に記載の融合タンパク質。
（項目４）
　前記ＯＫＴ３モノクローナル抗体が、ｄｈＯＫＴ３である、項目３に記載の融合タンパ
ク質。
（項目５）
　項目１～４に記載の融合タンパク質と、薬学的に受容可能な賦形剤とを含む薬学的組成
物。
（項目６）
　処置の必要性のある被験体を、ある状態について治療的に処置する方法であって、前記
被験体に治療上有効な量の項目５に記載の薬学的組成物を投与する工程を含む方法。
（項目７）
　前記状態を示す少なくとも１種の細胞表面抗原に対する治療用抗体を投与する工程をさ
らに含む、項目６に記載の方法。
（項目８）
　前記抗体が、ヒトＩｇＧ４と実質的に同様のＦｃ領域を含む、項目７に記載の方法。
（項目９）
　前記状態が、がん、炎症性疾患、自己免疫性疾患、移植片拒絶および感染からなる群よ
り選択される、項目６に記載の方法。
（項目１０）
　処置の必要性のある被験体を、ある状態について予防的に処置する方法であって、前記
被験体に予防上有効な量の項目５に記載の薬学的組成物を投与する工程を含む方法。
（項目１１）
　前記状態に対するワクチンを投与する工程をさらに含む、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
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　前記状態が、がんである、項目１０に記載の方法。
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